
2022年度（令和４年度） 西興部小学校  学校だより No.３ 

は    ぐ    く    む 

 

深く考える子  思いやりのある子  強くたくましい子 令和４年４月２８日（木） 

「子ども」が主語になる学びで主体性を育む 
校長 三村 文弥 

新型コロナウイルス感染症の影響で，４月の全校参観日は中止となり，今年度の学校経営の方針

等をお伝えする機会がありませんでした。今年度の重点目標や教育指導・活動の重点について，改め

てお伝えします。（学校経営の方針をまとめたグランドデザインについては学校ホームページに掲載

しておりますので，そちらもご確認下さい。） 

 

学校教育目標 「深く考える子・思いやりのある子・強くたくましい子」 

重点目標 
「認め合い 学び合い 高め合う子」 

～つながりを大切にし，自信をもって行動する児童の育成～ 

教育指導・活動の目標 「しなやかに生きる」調和のとれた人間形成 

 確かな学力（知） 豊かな心（徳） 健やかな身体（体） 

身につけたい 

資質・能力 

◎学習の基礎・基本 

◎学びを生活に生かす力 

◎コミュニケーション能力と社会

性 

◎相互理解の姿勢と共生の心 

◎生命尊重の意識と諦めない心 

◎体育と保健安全・食に関する実践

力 

《教職員の視点》 

どのように 

支援するか 

◎個に応じた指導・支援 

◎ICT の活用 

◎学習リーダーの育成による自学

支援 

◎あいさつの指導 

◎表現の指導・支援（わかりやすく

伝える・しっかり聞く） 

◎縦割り班や委員会活動の支援 

◎自己有用感を育てる体験的な活動 

◎日常生活での実践的指導 

◎職員と児童との多角的な交流 

◎危機管理体制の充実と安全教育 

《子どもの視点》 

何を学ぶか 

◎自分に合った学び 

◎計画的な学び 

◎見通しをもちふり返る学習習慣 

◎相手を思いやる気持ち 

◎よりよい関わり方 

◎他者と協力した活動 

◎粘り強く取り組む姿勢 

◎命の大切さと健康 

 

新学習指導要領が本格実施となり２年が経ちました。従来の「教員が何を教えるか」という視点か

ら「子どもがどのように学び，何ができるようになるのか」という視点を重視した取組が進められる

ようになりました。主体的に物事を解決し，自己決定できる力を育成するために，「子ども」が主語

になる学びの実現が求められています。 

本校では，知・徳・体の調和がとれた総合力を身につけ，「しなやかに生きる」人間形成を目指し

た教育活動を進めています。上記の表にあるように，子どもたちに身につけさせたい資質・能力を設

定し，《教職員の視点》と《子どもの視点》で教育活動等の取組を明示しました。下段にあるような

「自分に合った学び」や「相手を思いやる気持ち」，「粘り強く取り組む姿勢」などを子どもが主体的

に学んでいけるような指導や支援を行っていきたいと考えております。参観授業や学校行事での子

どもたちの姿，学校だよりや学級通信，ホームページの情報発信などを通じて，学校の取組や子ども

たちの学びについて，地域・保護者の皆様にご理解いただけるよう努めてまいります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


